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(2) 総合所見

平成19年度の国語問題の出題に当たって、次の点に配慮した。

１ 国語の基礎的・基本的な内容について、できるだけ広範囲にわたって出題した。

。２ 文学的な文章と説明的な文章を理解する基本的な力や平易な古典を読みとる力をみようとした

３ 作文と漢字の読み書きについて出題し、文章表現力や基礎的な言語能力をみようとした。

出題のねらいは次のとおりである。

、 「 」 、 、文学的な文章では 中学生になった 一平 が 村人に協力してマービ捕りに参加することを通して

一歩ずつ大人へと成長していく場面を問題文とした。文章全体の内容を展開に即して理解し、的確に表

現する力をみようとした。特に、登場人物の心情を読みとる力や、場面や経過などに注意して読みなが

ら文章全体の内容をとらえ、条件に応じて適切に表現する力をみようとした。

説明的な文章では、国語の授業において「環境問題を考える」というテーマで選んだ本の内容を紹介

するという場面を設定し、説明的な文章を理解する基本的な力をみようとした。事実と意見を読み分け

て論の展開をおさえ、文章の内容を正確に理解する力をみようとした。また、内容を把握した上で、条

件に応じて適切に表現する力もみようとした。

漢字の問題では、基本的な漢字の読み書きを通して、基礎的な言語能力をみようとした。

言語事項の問題では、同音異義語、漢字の組み立て、形容詞の活用、助詞の働きといった基礎的な言

語能力をみようとした。

古典では 『古今著聞集』から出題し、口語訳を参考にしながら丁寧に読みとり、主語をとらえ、内、

容を正しく把握し、展開を的確にとらえる力をみようとした。

作文では、文章に書かれている内容をもとに 「目標に向かって努力を重ねることの大切さ」につい、

て一人一人が自分の考えを文章にまとめるというものである。資料に書かれている内容をもとにして、

自分の体験を踏まえながら課題を見つけ、自分の考えを文章に表現する力をみようとした。

全体の通過率は67.9％で、昨年度の63.4％を4.5ポイント上回った。各大問の通過率は、下記のとお

りである。

文学的文章の問題の通過率は72.4％で、前年度の71.9％を0.5ポイント上回った。

漢字の読み書きの問題の通過率は55.3％で、前年度の48.7％を6.6ポイント上回った。

言語事項の問題の通過率は79.8％で、前年度の53.5％を26.3ポイント上回った。

説明的文章の問題の通過率は73.0％で、前年度の64.6％を8.4ポイント上回った。

古典の問題の通過率は68.8％で、前年度の75.8％を7.0ポイント下回った。

作文の問題の通過率は57.6％で、前年度の60.8％を3.2ポイント下回った。

今後とも、日常の学習活動を通して、基礎・基本の定着を図りながら、国語を適切に表現し正確に理

解する能力を育成し、伝え合う力を高めることが必要である。また、国語に対する興味・関心を高め、

論理的な思考力や自分の思いを的確に表現する力を養うために、読書指導の充実が求められる。
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イ　誤答例
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ウ 所 見

文学的な文章を理解する基本的な力をみようとしたものである。

出典は、大城貞俊著『アトムたちの空』である。

全体の通過率は、72.4％で、昨年度の文学的な文章（西加奈子著『さくら ）と比較して、』

0.5ポイント上回った。登場人物の心情や状況が具体的に描写されていて、理解しやすい文章

であったので、場面の経過や文章の展開などに注意して読みとっていくことで、比較的容易

に正答を導き出せたものと考える。

問１は、文章の表現に即して、内容を的確にとらえる力をみようとしたものである。通過

率は72.5％であった。傍線部の「中学生以上が全員参加することのできる『マービ捕り 」か』

ら、村人に中学生たちが協力して「マービ捕り」をする手順が描写されている連続する文を

とらえる問題である 「マービが現れると 「サバニに乗って沖に出かけて網を入れ 「その。 」 」

網に追い込むために 「次々と海に飛び込む」という表現が 「マービ捕り」の具体的な手順」 、

になっていることを理解することが大切である。誤答例では 「まずサバニ」が26.6％ 「村、 、

」 、 。「 、」の長老た が6.3％であったが いずれも一文の途中から書き抜いたものである マービは

という誤答例は22.8％であったが、これは「マービ捕り」の手順を文章の表現に即して正確

に読みとれなかったためと考えられる。

問２は、文章の展開に即して、登場人物の心情を的確に読みとる力をみようとしたもので

ある。通過率は93.0％と高かった 「一平の顔も、だんだんと紅潮してくる 」の「一平の顔。 。

も」という表現に着目し 「勇治」や「大助」と同様に 「一平」も「大人の仲間入りをする、 、

栄誉と緊張」につつまれていることを正確に読みとる必要がある。

問３は、人物の描写に注意して、内容を的確にとらえる力をみようとしたものである。通

過率は69.0％であった 「マービの群れ」を目にした「一平」が 「逃がしてなるもんか」と。 、

思い 「全身に力がわいてくる」ように感じたことが 「一平は、何度も何度も～さらに深く、 、

潜った 」という行動に表れていることをとらえる問題である。登場人物の心情と行動を展開。

に即して正確に読みとる必要がある。誤答例では 「何度も何度」が20.9％ 「力いっぱい」、 、

が16.5％であったが、いずれも一文の途中から書き抜いたものである 「一平の脳裏」という。

誤答例は19.8％であったが、これは「一平」の心情と行動を展開に即して読みとれなかった

ためと考えられる。日頃から文章に表現された登場人物の心情と行動の関係を、展開に即し

て丁寧に読みとらせる指導が大切である。

問４は、場面、経過などに注意して、表現されている内容を正しく読みとる力をみようと

したものである。通過率は58.2％であった 「一気に運動会のような賑やかさになる 」とい。 。
にぎ

う表現が、浜辺での村をあげての賑やかな様子を指しており、その賑やかな様子が連続する

文で表現されていること、さらに 「いつの間にか、太陽が傾きかけている 」という文から、 。

場面が転換し、浜辺では大人たちと中学生とのグループにわかれていく様子の描写になって

。 、 、 、 。いることを理解する必要がある 誤答例では アが55.0％ イが35.9％ ウが9.1％であった

日頃から文章に表現された場面や時間の経過などを丁寧に読みとらせる指導が大切である。

問５は、登場人物の心情を読みとり、条件に応じて適切に表現する力をみようとしたもの

である。通過率は69.1％であった 「マービの群れ」を目にした「一平」の感動と「マービ捕。
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り」への意欲を的確に読みとった上で、設問の条件に即して適切に表現することが大切であ

る。誤答例としては 「鼻と水中メガネにどっと海水が入ってきて、しこたま海水を飲んだけ、

ど、弱音を吐いてはいけない」など 「一平」が「マービの群れを見て思ったこと」を問う設、

問に正対していないものもあった。また、無答や「三十五字以上、四十五字以内」になって

いないものも多かった。日頃の授業において、登場人物の心情を正確に読みとり、適切に表

現する力を育てていくことが大切である。

文学的な文章では、まず登場人物や場面、展開などをしっかり把握した上で、表現に即し

て丁寧に読みとり、登場人物の心情をつかませたい。また、登場人物の心情や作品の主題な

どを適切に表現させる指導も大切である。その際 「話すこと・聞くこと」や「書くこと」と、

の密接な関連を図りながら、指導していくことが大切である。
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イ　誤答例
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イ　誤答例
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イ　誤答例
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ウ 所 見

国語の授業で 「環境問題を考える」というテーマで選んだ本の内容を紹介するという場を、

設定し、説明的な文章を理解する基本的な力をみようとしたものである。出典は花里孝幸氏

の『ミジンコ先生の水環境ゼミ』である。全体の通過率は73.0％であり、昨年度の通過率64.6

％を8.4ポイント上回った。日頃の学習活動の中で、筆者の主張部分と具体例の部分を整理し

ながら文章の構成や展開を正しく読みとったり、要旨をとらえたりする指導が大切である。

また、授業で学習した内容に関連した本を読むなど、読書の幅を広げ、読書を生活に役立て

ようとする態度の育成も重要である。

問１は、文章の展開に即して、内容をとらえる力をみようとしたものである。もともと自

然界にある窒素やリンが、どうして湖の水質汚濁問題の原因になったのかを、(2)段落からま

とめるものである。通過率は92.1％であった。誤答例のうち 「分解によって深水層が酸欠状、

態になる」が、29.4％と多かった。(2)段落における窒素やリンが増えた原因を読みとること

ができず、(4)段落に解答を求めてしまったための誤答と考えられる。文章の展開を丁寧に読

みとっていくことが大切である。

問２は、文章の構成や展開を正しく読みとり、整理する力をみようとしたものである。(6)

段落にある「農地と湖。窒素とリンはどちらでも同じはたらきをしているのに正反対の評価

が下される 」ということに着目し、このことを説明するために、表にまとめて内容を整理す。

るという設定である。通過率はアが87.6％、イが85.8％であった。農地と湖に対して人間が

求めているものや、窒素とリンが与えられた結果どのようなことが起きているのか、また、

その結果、窒素とリンは農地と湖でどのような評価を受けているのかを、文章の展開に即し

て、叙述された内容や構造を考えながら読みとっていくことが大切である。

問３は、文章に書かれている内容を正しく読みとる力をみようとしたものである。(11)段

落に着目し、筆者の主張とその論拠となる具体例の関係を整理した上で 「湖の水質」と「生、

態系」の関係を読みとるものである。通過率は61.1％であった。誤答例としては、イが46.5

％と多かった。(8)段落には 「しかし」に続いて「船の航行の障害になるため」とあること、

から 「湖の水質」と「生態系」の関係ではないと読み誤ったためと考えられる。、

問４は、文章に書かれている内容を正しく読みとり、条件に応じて適切に表現する力をみ

。「 」 、 「 」ようとしたものである 環境問題を考えるうえで大切なこと を (14)の段落から 価値観

「認識 「環境」の三つのことばをすべて使い、書き出しと結びにつなげる形で五十字以上、」

七十字以内でまとめる問題である。通過率は53.3％であった。誤答例では、三つのことばを

用いていないもの、指定字数に合わないもの、単に三つのことばを羅列し本文を抜き出した

ものなどが多くみられた。また、無答が21.8％であった。説明的な文章の要旨をとらえるこ

とは、文章を理解するための基本的な事項の一つである。文章の展開を踏まえながら内容を

的確に理解する学習に取り組むとともに、理解した内容を条件に応じて適切に表現する学習

に取り組ませることが大切である。

問５は、文章に書かれている内容を、叙述に即して正しく読みとる力をみようとしたもの

である。この文章に書かれている「内容と違うもの」を選択させる問題であり、本文と問題

文との関連付けが必要になる。通過率は71.9％であった。誤答例としては、ウが50.7％と最
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も高く、ついでエが34.7％であった。誤答ウは、(10)段落の「 とにかく澄んだ水を求める』『

」 。ということが必ずしもよいこととは限らない という叙述から読み誤ったためと考えられる

文章全体を、具体例を整理しながら叙述に即して丁寧に読みとっていくことが大切である。
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イ　誤答例
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ウ 所 見

文章に書かれている内容をもとにして 「目標に向かって努力を重ねることの大切さ」につ、

いて自分の考えをまとめ、相手や目的に応じて適切に文章を書く力をみようとしたものであ

る 「様々な材料を基にして自分の考えを深め、自分の立場を明らかにして、論理的に書き表。

す能力を身に付けさせる」という中学校学習指導要領「Ｂ書くこと」の第２学年及び第３学

年の目標に沿った内容の課題である。

資料文は、鴨下一郎氏の『心を希望に向けて』による。夢や目標を達成するためには 「ゆ、

っくりと、確実に歩を進めて、立ち止まらずに頂を目指せば、その努力が実を結ぶ日がきっ

とやってくる」として、着実に努力を重ねることの大切さについて述べた文章である。

作文の内容については、学校生活の中の学習や部活動において、努力したことにより、で

きなかったことができるようになったことや、目標を達成することができたことなど、自分

の体験を踏まえながら、努力を重ねることの大切さについて述べている作文が多かった。

文章構成については、最初に筆者の考えに対し賛成であるという自分の意見を述べ、次に

その根拠となる自分の体験について触れ、最後にまとめを書くという 「はじめ 「なか 「お、 」 」

わり」の構成をとっている作文が多かった。自分の考えを伝えるために、その根拠を明確に

しているものが多く、作文を書く上で大切なことである。また、最初に自分の体験について

書き、最後にそれをまとめる形で自分の考えを書いている作文などもみられ、それぞれ自分

、 。 、の考えを分かりやすく伝えるために 文章構成を工夫しているものが多くみられた しかし

少数ではあるが、自分の体験を踏まえて書いていないものや、秩序ある文章の構成ができて

おらず、事実の羅列だけで終わっているものもみられた。自分の考えを相手に分かりやすく

伝えるためには、段落意識をもち、文章全体の構成を工夫することが重要である。

表記面では、話し言葉で書いているものが多くみられた。作文を書く場合には、相手意識

や目的意識をもち、どのような言葉を用いたらよいのか、どのような書き方をしたらよいの

か、場面や目的にふさわしい文章の書き方を身に付けさせなければならない。また、送り仮

名の間違い、誤字や脱字、敬体と常体が混在しているものや、主語と述語が呼応していない

ものなど、文章を書く際の基本的な誤りも見受けられた。その他、原稿用紙の使い方に従っ

ていないものも多くみられ、日頃から原稿用紙を使いながら、書くことの指導の中に推敲を

位置付けて、自分の書いた文章を読み直すことを習慣付けさせたい。

また、ごく一般的な既習漢字も使わず、平仮名で済ませてしまっているものも多くみられ

た 「教育に関する３つの達成目標」にもあるとおり、学年別漢字配当表の漢字については、。

文章の中で使いこなすことができるように、着実な指導を積み重ねる必要がある。

国語科の授業では 「伝え合う力」を高めることが求められている。様々な材料をもとに、、

自分の考えを深め、論理的に書き表す能力や目的や場面に応じて的確に表現する能力を身に

付けさせることが重要である。自分の体験をもとに、その体験から何を感じたのか、また、

どのように思ったのかなど論理の展開を考え、自分の考えを分かりやすく伝えるという学習

を繰り返すことが大切である。
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